
５月に植えた夏野菜（トマト＆かぼちゃ）がぐんぐん育ち、毎日違った
姿を見せてくれています。「せんせい！トマトがまたおおきくなってる！」、
「おちるまえにとっちゃう？」と、水やりをしながら日々の生長の変化を
楽しみにしています。間引いたトマトの小さな実を手に持ち、「かわいい～♪
このトマトもらってもいい？」と、保育室まで大事に持って帰って   
いました。心を込めて愛を注いで大切に育てている野菜たちの生長や
収穫を迎える日を楽しみにしています。 
先月は準備を進めているお店屋さんごっこや七夕飾りなど、制作を

通していろいろな素材に触れ、使い方を知る機会が多くありました。
初めて経験する技法や素材の準備をしていると、目をキラキラと輝かせて、
「やってみたいな！」「それってどうやるの！？」と新しい出会いに  
心を躍らせている子どもたちです。保育室内に七夕飾りが増えていくと、
自分の飾りを友だちに紹介したり、一つひとつ違った良さを互いに  
伝え合ったり、認め合う姿も見られました。 
 いよいよ夏本番です。今月はプールや水遊び、色水遊びや泥んこ遊び
など、子どもたちが大好きな遊びがたくさん待っています。プール遊びは
２グループに分かれて行うため、それぞれのグループの名前を考えました。 
「ピンクのひつじいないなぁ…。」「ひつじはしろとくろ！」と 
アイデアを出し合い、今年度は『しろひつじ』と『くろひつじ』に 
グループ名が決まりました！夏の遊びの楽しさと合わせて、安全に 
楽しむために大切なことや約束事を一緒に考えながら心と身体を 
動かして思う存分満喫したいと思います。 

 ４月から制作を楽しんできたお店屋さんごっこの『ぞうぐみショッピング
モール』がついに開店しました。これまでの準備の中で、グループの
友だちと協力してレジやメニューを作る等、必要な物は何かを考え、
話し合いの時間を大切にしてきました。部屋でお店屋さんごっこをした
あとはみんなでよかったところや改善点を話し合う時間を持ち、お客さんに
楽しんでもらえるようにと張り切っている子どもたちです。７月中旬に
他のクラスを招待することになり、目を輝かせて楽しみにしています。
引き続き子どもたちと一緒に考えることや、やりとりを通して心を動かす
ことを大切に、お店屋さんごっこを楽しんでいきたいと思います。 
 ６月は七夕飾りの制作を楽しみました。折り紙を使ったり、マーブ
リングや染め紙など、様々な技法を使っていろいろな模様作りを楽しみ、
世界に一つだけのすてきな飾りができました。飾りを作る過程では、工夫
しながら制作をしたり、困っている友だちや休んでいた友だちにも作り方を 
分かりやすく伝えたり、友だち思いの優しい子どもたちの姿に成長を
感じました。また、園庭で育てている花や夏野菜もすくすく生長し、
「トウモロコシが私より大きくなってきてる！」と生長の変化を喜んで  
いました。夏野菜を収穫したあとのクッキングもとても楽しみに 
しています。 
 今月は保育センターでの最後のプールや夏ならではの感触を 
楽しむ遊びを予定しています。安全に気をつけながらも、心と 
身体をたくさん動かして一緒に楽しんでいきたいと思います。 
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 先月は、パン屋さんとお寿司屋さんごっこを楽しんだうさぎ組の 
子どもたちです。ままごとコーナーでは引き続きエプロンと帽子を 
着用し、メニュー表を見せながら「どれにしますか？」「飲み物はいりま
せんか？」「Ａちゃん、お寿司持って行ってくれる？こっち作っておく
から」と友だちや保育者とやり取りをしながらごっこ遊びを楽しんで
います。初めはどのように関わればいいのか、どんな言葉をかければ
いいのか、戸惑う姿も見られましたが、今では遊びの中でイメージを
共有しながら、友だちとのやり取りも楽しめるようになってきました。
ごっこ遊びを通してこうした関わりや、身近な人たちの役割に気付く
ことも大切にしたいと思っています。 
 ５月に植えたピーマンとなすびの苗もすくすくと生長し、「先生、見て！
お花咲いてるよ！」「ピーマンの赤ちゃんかわいいね」など、かわいい
つぶやきがたくさん聞こえてくるようになってきました。夏野菜の生長を
見守りお世話する中で、野菜にも生命があることを知り、収穫を 
楽しみに待ち、感謝の気持ちを大切に過ごしていきたいと思います。 
 ７月９日(火)からは、初めての大きいプールに入れることを今から 
テラスを眺めて心待ちにしています。安全に気を付けながら、 
心と体をいっぱいに動かし、暑い夏だからこそ楽しめる遊びを 
のびのびと楽しんでいきたいと思います。 

 

先月、昼食の後に 

梅ジュース作りをしました。 
 

梅の甘い香りにうっとりしたり、 

りんご酢の匂いに顔をしかめたりと 

香りを楽しみながら作りました。 

その日のおやつの時間。  
A くん「もう梅ジュースできたかなあ」 

給食の先生「３週間後にできるよ」 

A くん「今日飲めると思ってた…」と 

わくわくしていたのがかわいらしかったです。 

数日後の昼食後には B くんも… 

「梅ジュースどうなったかなあ・・ 

早く飲みたいなあ」と、 

梅ジュースに思いを 

馳せていました。  

 

短い間でしたが、 
ひつじぐみにオスのクワガタが 

やってきました。飼うことが 

決まると、図鑑を見ながら必要な 
物を自分たちで考えていました。 
 

Ａくん「ゼリー食べるんだって！どんな
味が好きかな？」 

Ｂくん「園庭の土でもいいかな？」 
Ｃちゃん「のぼってる木、どこにある？ 

森でひろう？」 
Ｄくん「(クワガタが)一人でさみしく 

ないかな？」 
Ｅちゃん「女の子のクワガタもいたら 

いいかな？」 
 
  クワガタのことを大切に思う 
   優しい子どもたちでした。 

大学のグラウンドへ散歩に 

行った時のことです。ムクロジの 

実を袋にいっぱい拾い集めたAくんが 

保育者のもとに駆け寄ってきました。 
 

Ａくん「先生見て！」 

保育者「すごいね。たくさん拾ったね！」 

Ａくん「大盛りてんこ盛り見つけたんだよ！」 
 

かわいい言葉の表現に、思わず 

笑ってしまいました。 


